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ングの開始にあたって（特別講演).第 162回新潟産科婦人科集談会,新潟,2012 

8.長崎啓祐.偽性副甲状腺機能低下症とその周辺疾患について～GPCR-cAMP-signaling 

related diseases～（招待講演).第 1回小児内分泌カンテーラ,名古屋,2012 

9.菊池透.小児期からのメタボリックシンドローム予防の意義（特別講演).第 5回小児糖尿病

代謝フォーラム,東京,2012 

10.池住洋平.一臨床医が腎臓病研究を続けるために－研究テーマの模索－.第 15回福岡小児

腎疾患治療研究会,福岡,2012 

11.菊池透.苦手な先生でもやってみたくなる子どもの肥満の診かた（特別講演).北海道小児

内分泌Web Symposium,札幌,2012 

 

 

（2）シンポジウムにおける講演 

1.池住洋平.慢性糸球体腎炎の治療になぜ免疫抑制薬を併用するのか？（ランチョンセミナ

ー).第 47回日本小児腎臓病学会学術集会,東京,2012 

2.菊池透.思春期の身体的側面-インスリン治療の実態-.第 18回小児・思春期糖尿病シンポジ

ウム,大阪,2012 

3.菊池透.13 歳から 3 年間、身長増加がほぼゼロであった神経性食欲不振症？の男子例.第

46回日本小児内分泌学会学術集会,大阪,2012 

4.長崎啓祐.先天性甲状腺機能低下症として経過観察されていた偽性副甲状腺機能低下症 Ia

型.第 46回日本小児内分泌学会学術集会,大阪,2012 

5.菊池透.小児の生活習慣病健診のコホート研究としての課題.第 33 回日本肥満学会,京

都,2012 

6.池住洋平.ターゲットを考えた慢性腎疾患の治療戦略.腎臓学の基礎と臨床をつなぐ探索研

究：Translational Research.第 42回日本腎臓学会東部学術集会,新潟,2012 

7.長崎啓祐.小児肥満：明日からの診療に役立つ Tips 単純性肥満症として 4 年間経過観察

されていた偽性副甲状腺機能低下症 Ia 型の 10 歳女児.Forum on Growth Hormone 

Research 2012,東京,2012 

8.佐藤英利.低身長：問診・理学的所見・スクリーニング検査の盲点 中等症 GHDに対する

GH治療中に明らかになった頭蓋咽頭腫の10歳女児.Forum on Growth Hormone Research 

2012,東京,2012 

9.菊池透.新潟県における小児期発症 1 型糖尿病の小児科から内科への診療移行の現状と課



題.第 55回日本糖尿病学会年次学術集会,横浜市,2012 

10.長谷川博也.腎不全治療における内科的マネジメント-小児科医の立場から-.第 25 回新潟

移植再生研究会シンポジウム,新潟,2012 

11.長谷川博也.小児高血圧のマネジメント-腎血管性高血圧の診断と治療-～高血圧の診断～.

第 47回日本小児腎臓病学会学術集会,東京,2012 

12.高見暁.アトピー性皮膚炎における皮膚透過性の客観的評価方法.第 49回日本小児アレル

ギー学会,大阪,2012.9.16 

 

 

（3）一般講演 

1.菊池透.小児メタボリックシンドロームのスクリーニングとして腹壁脂肪厚測定は有用で

ある.第 115回日本小児科学会学術集会,福岡,2012 

2.相澤悠太.喉頭軟化症を合併した鎖骨頭蓋骨異形成の一例.第 115回日本小児科学会学術集

会,福岡,2012 

3.長崎啓祐.重症な甲状腺機能低下症を認めた偽性副甲状腺機能低下症 Ia型の 2例.第 85回

日本内分泌学会学術集会,名古屋,2012 

4.長崎啓祐.STX16微小欠失を同定した家族性偽性副甲状腺機能低下症 type Ibの 1家系.新

潟,2012 

5.池住洋平.LDLスカベンジャー受容体陽性M2 型マクロファージを介するネフローゼ症候

群のステロイド抵抗化機序.第 55回日本腎臓学会総会,横浜,2012 

6.池住洋平.ネフローゼ症候群の高脂血症下における M2 型マクロファージを介したステロ

イド抵抗化機序の検討.第 47回日本小児腎臓病学会学術集会,東京,2012 

7.長崎啓祐.偽性副甲状腺機能低下症 Ia 型と類似の臨床像を呈する女児に同定した新規

PRKAR1A変異例.第 16回小児分子内分泌研究会,小樽市,2012優秀演題受賞) 

8.長崎啓祐.新生児マススクリーニングで 17-OHP高値を呈した Beckwith-Widemann症候

群の２例.第 39回日本マススクリーニング学会,東京,2012 

9.佐藤英利.小児期発症の神経下垂体部胚腫患者における長期的な内分泌学的予後の検討.第

115回日本小児科学会学術集会,福岡,2012 

10.佐藤英利.急激な腹痛,貧血で判明した門脈-下腸間膜静脈血栓症の 12 歳女児.第 115 回日

本小児科学会学術集会,福岡,2012 

11.佐藤英利.新生児期に色素沈着の精査で診断された先天性リポイド過形成症の一例.第

211回日本小児科学会新潟地方会,新潟,2012 

12.佐藤英利.Genotype-phenotype 不一致の非古典型 21 水酸化酵素欠損症の 1 例.新潟内分

泌談話会,新潟,2012 

13.佐藤英利.新生児マス・スクリーニングにおける乾燥血液濾紙サンプルの取り扱いについ

て.第 24回新潟周産母子研究会,新潟,2012 



14.佐藤英利.ガラクトース高値，シトルリン高値から新生児肝内胆汁うっ滞症を疑った胆道

閉鎖症の一例.第 39回日本マス・スクリーニング学会,東京,2012 

15.佐藤英利.原発性無月経を呈した 8番染色体短腕逆位重複欠失の 1例.第 62回北日本小児

科学会学術集会,新潟,2012 

16.佐藤英利.先天性甲状腺機能低下症の親に認められた多嚢胞性甲状腺疾患の 2例.第 46回

日本小児内分泌学会学術集会,大阪,2012 

17.佐藤英利.思春期遅発症例における low dose LHRH負荷試験の検討.第 46回日本小児内

分泌学会学術集会,大阪,2012 

18.長崎啓祐.偽性副甲状腺機能低下症Ｉa 型と類似の臨床像を呈する女児に同定した新規

PRKAR1A変異例.第 46回日本小児内分泌学会学術集会,大阪,2012 

19.小川洋平.若年発症糖尿病の母から出生した新生児糖尿病の 1例.第 46回日本小児内分泌

学会学術集会,大阪,2012 

20.阿部裕樹.くる病所見を伴わず高カルシウム尿症と腎石灰化をきたした女児に同定した

SLC34A3複合ヘテロ変異.第 46回日本小児内分泌学会学術集会,大阪,2012 

21.入月浩美.CYP21A2のプロモーターからP30Lを含む領域とCYP21Pの変換による単純

男性型 21-水酸化酵素欠損症の姉弟例.第 46回日本小児内分泌学会学術集会，大阪，2012 

22.長崎啓祐.ホルモン抵抗性を伴う Acrodysostosis の女児における新規 PRKAR1A 変異の

同定と機能解析.日本人類遺伝学会第 57大会,東京,2012 

23.小林悠.眼振様の眼球偏位発作を呈し hypsarrhythmiaを認めた女児例.第 34回新潟てん

かん懇話会,新潟,2012 

24.大野武.前頭葉てんかん様の発作をきたした頭頂葉てんかんの 1例.第 16回日本小児神経

学会甲信越地方会,山梨県北杜市,2012 

25.大野武.発作減少にウイルス感染が関与したと考えられる滑脳症に伴う West 症候群の 1

例.第 42回新潟小児神経研究会,新潟,2012 

26.長崎啓祐.DUOX2 両アレル変異例におけるヨード有機化能の検討.第 55 回日本甲状腺学

会,福岡,2012 

27.伊藤裕貴.悪性症候群のサイトカインストームとＡＶブロックの検討.第 115 回日本小児

科学会学術集会,福岡,2012 

28.星名潤.新生児遷延性肺高血圧症に施行した当院初の NO 吸入療法.第 29 回庄内周産期

懇話会,鶴岡市,2012 

29.星名潤.縦隔血腫を起こした新生児血友病の 1 例.第 48 回日本周産期・新生児学会,大宮

市,2012 

30.菊池透.Non-HDL-C高値と、LDL-C（Fridewald式）高値との肥満関連因子の比較.第 26

回日本小児脂質研究会,埼玉,2012 

31.小松原孝夫.Human Papilloma Virus(HPV)ワクチン接種翌日に有熱性けいれん/意識消

失を来たした中学生女児 3例.第 211回日本小児科学会新潟地方会,新潟,2012 



32.小松原孝夫.2 ヵ月児の細菌性髄膜炎の一例.第 29 回中越小児感染症カンファランス,新

潟,2012 

33.小松原孝夫.サーバリックス投与後に有熱性けいれんを来した 3 例.第 163 回中越小児臨

床研究会,新潟,2012 

34.田嶋直哉.当院での予防接種の接種率向上に向けた取り組みと今後の展望.第 212 回日本

小児科学会新潟地方会,新潟,2012 

35.田嶋直哉.日齢 2に痙攣重積発作を起こした成熟新生児頭蓋内出血の 1例.第 64回北日本

小児科学会,新潟,2012 

36.小林玲.母体への硫酸マグネシウム投与が新生児の電解質に与える影響-在胎週数による

影響の違いについて-.第 48回日本周産期・新生児医学会,さいたま市,2012 

37.小林玲.低体温療法を施行した重症仮死児の甲状腺機能に関する検討.第 6 回新生児内分

泌研究会,京都市,2012 

38.小林玲.低体温療法の適応ありと判定された重症仮死児の甲状腺機能に関する検討.第 57

回日本未熟児新生児学会,熊本,2012 

39.佐藤英利.先天性甲状腺機能低下症の親に認められた多嚢胞甲状腺疾患の 2例.第 55回日

本甲状腺学会,福岡,2012 

40.貴船夏子,佐藤英利.多彩な検査結果を呈したビタミン D 欠乏性くる病の 11 例.第 213 回

日本小児科学会新潟地方会,新潟,2012 

41.相澤悠太.新生児聴覚スクリーニング検査を契機に診断された Waardenburg 症候群の 1

例.第 212回日本小児科学会新潟地方会,新潟,2012 

42.相澤悠太.肺炎球菌（血清型 15C）による敗血症.第 1 回新潟小児臨床感染症勉強会,新

潟,2012 

43.吉田咲子.慢性 DIC の管理に難渋した Kasabach-Merritt 症候群.第 2 回新潟小児血液フ

ォーラム,新潟,2012 

44.Sakiko Yoshida.Development of 3rd generation anti-CD19 chimeric receptor for 

primary natural killer cells.第 74回日本血液学会学術集会,京都,2012 

45.吉田咲子.小児後天性骨髄不全症候群（BMFS）の PNH型血球検出の FLAER 法による

検出.第 54回日本小児血液学会・がん学会学術集会,横浜,2012 

46.長谷川博也.シクロスポリン腎症の成因におけるM2型マクロファージの関与.第 47回日

本小児腎臓病学会学術集会,東京,2012 

47.長谷川博也.慢性腎不全患児における成長障害.第 64回北日本小児科学会,新潟,2012 

48.長谷川博也.小児 IgA腎症における高血圧発症機序の考察.第 29回新潟小児腎・循環器フ

ォーラム,新潟,2012 

49.加藤智治.仰臥位での喉頭内視鏡検査で診断できた舌根嚢胞の 2例.第 45回日本小児呼吸

器疾患学会,旭川,2012 

50.小松原孝夫.亜急性乳様突起炎の臨床的特徴についての検討.魚沼小児科懇話会,南魚



沼,2012,12.18 

51.眞柄慎一.胃腸炎罹患に伴う脳波の改善が外科治療方針の決定に有用だった小児てんか

んの 1例.第 33回多摩てんかん懇話会,東京,2012.12 

52.眞柄慎一.頭頂葉内側(楔前部、帯状回後部)に病変をもつ小児期発症てんかん 5 例の臨床

的検討.第 46回日本てんかん学会,東京,2012.10 

53.眞柄慎一.小児型 Pompe 病の一例-特に進行性筋ジストロフィーとの鑑別について-.第 7

回日本ポンペ病研究会,東京,2012.6 

54.眞柄慎一.小児驚愕てんかん(startle epilepsy：SE)7例の臨床的検討.第 54回日本小児神

経学会総会,札幌,2012.5 

55.澤野堅太郎，左室－大動脈の巨大血栓により急性循環不全を来した拘束型心筋症の小児

例，日本小児科学会新潟地方会，新潟，2012 

56.田嶋直哉.Echogenic intracardiac focus(EIF)を認めた trisomy 21の 1例.佐渡小児科医

会，新潟・佐渡，2012 

57.田嶋直哉.2012 年に当院を受診した学校心臓検診で精査を指示された児のまとめ.佐渡小

児科医会，新潟・佐渡，2012 

58.田嶋直哉.不活化ポリオワクチン導入に備えて～佐渡市の予防接種システムを考える～.

佐渡小児医療懇話会，新潟・佐渡，2012 

59.阿部忠朗 . 冠動脈病変を合併した川崎病遠隔期患者に生じる非持続性心室頻拍と

99mTc-tetrofosmin心筋血流シンチグラム所見の関係. 新潟地方会. 新潟県, 2012 

60.阿部忠朗. 左室心筋切除術後に大動脈弁下狭窄が進行した閉塞性肥大型心筋症の男児. 

第 60回日本心臓病学会学術集会. 金沢市, 2012 

61.阿部忠朗. 重症 Ebstein奇形、重症心筋炎. 第 19回 KSKS. 吹田市, 2012 

62.阿部忠朗. 心臓移植適応を考慮した成人先天性心疾患患者の臨床像と問題点. 第 48回日

本小児循環器学会総会・学術集会. 京都市, 2012 

63.阿部忠朗. 心不全末期に心房粗動を頻発した特発性拘束型心筋症の男児例. 第 115 回日

本小児科学会学術集会.福岡市, 2012 

64.Tadaaki Abe. Comparison of several devices for transcatheter occlusion of ASD and 

PDA. 第 23回日本 Pediatric Interventional Cardiology学会学術集会. 秋田県, 2012 

65.泉田亮平. 当院における新生児中枢神経型単純ヘルペス感染症の 2例. 第 64回北日本小

児科学会, 新潟, 2012 

66.目黒茂樹．入院経過の途中から、拒食時と正反対の行動をとるようになった神経性食欲

不振症の 1例．第 1回静岡児童精神医学カンファレンス，静岡市，2012 

 

 

公開講座，その他の講演 

1.佐藤英利.中枢性尿崩症を呈した septo-optic-dysplasia 症例.第 12 回新潟/都立小児総合医



療センター内分泌代謝科合同セミナー,東京,2012 

2.佐藤英利.ターナー症候群の性腺機能について .第 12 回新潟小児内分泌セミナー,新

潟,2012 

3.佐藤英利.思春期発来の異常.第 12回新潟小児内分泌セミナー,新潟,2012 

4.長崎啓祐.タンデムマス法と疾患、要精密検査者への対応について.新たな先天性代謝異常

検査法の（タンデムマス法）地区別説明会,新潟,2012 

5.入月浩美.タンデムマス法と疾患、要精密検査者への対応について.新たな先天性代謝異常

検査法の（タンデムマス法）地区別説明会,上越,2012 

6.佐藤英利.タンデムマス法と疾患、要精密検査者への対応について.新たな先天性代謝異常

検査法の（タンデムマス法）地区別説明会,長岡,2012 

7.佐藤英利.著明な色素沈着を契機に診断した副腎白質ジストロフィーの 5 歳男児.第 13 回

新潟/都立小児総合医療センター内分泌代謝科合同セミナー,東京,2012 

8.高見暁.食物アレルギーについて.新潟県臨床栄養研究会,新潟,2012 

  

 

その他 

1.大塚岳人.子どものみかた連載第 28 回 尿路感染症.メディカル朝日 2012 年 1 月号 ：

57-59，2012 

2.長崎啓祐.成長について考えよう No.1 甲状腺って成長にどう関係するの？.ほのぼのふれ

んど No.21： 1-4，2012 

3.内山聖.鼎談-成長期医療の変遷と臨床検査の対応-.臨床検査 56： 525-533，2012 

4.菊池透.医の手帳 生活習慣病 1.朝日新聞 2012年 5月 19日,2012 

5.菊池透.医の手帳 生活習慣病 2.朝日新聞 2012年 5月 26日,2012 

6.菊池透.医の手帳 生活習慣病 3.朝日新聞 2012年 6月 2日,2012 

7.菊池透.医の手帳 生活習慣病 4.朝日新聞 2012年 6月 9日,2012 

8.高見暁.医の手帳 気管支ぜんそく(計 4回連載).朝日新聞 2012年 8－9月,2012 

  

 


